
　夏の恒例行事「マリンフェスタin西条」が、西条港
で開催。参加した皆さんは、水難事故発生時の対応を
学ぶ水辺の安全教室や、今治海上保安部の巡視艇「せ
とぎり」・水上オートバイの体験乗船などを体験し、
海と親しむ１日を過ごしていました。

　鷺森神社の管
弦祭に先立ち、
旧暦の６月17日
に行われている
「おかげん祭市
民花火大会」が
今年も開催。漆
黒の夜空に4,500
発の色鮮やかな
花火が打ち上げ
られると、壬生
川内港周辺に集
まった多くの人
たちはうっとり
と見入っていま
した。

　宝塚歌劇団の西条公演が、総合文化会館で開催。２
年ぶり６回目となる今回は、宙組によるミュージカル
・ロマン「うたかたの恋」、レビュー・ルネッサンス
「Amour de　99!!　－99年の愛－」が披露され、観客
は力強い演技と華やかな衣装に魅了されていました。

　「小松町ふる
さと祭り」が開
催されました。
旧小松藩のお殿
様やお姫様に扮
した大名行列、
地元の人々にお
なじみの小松音
頭踊り、軽やか
なリズムのダン
ス小松囃子
KOMATSU-BAYASHI
が披露。会場と
なった中町・駅
前通りは熱気に
包まれました。

7/28　海と親しもう　マリンフェスタin西条 7/24　おかげん祭市民花火大会

7/27～28　小松町ふるさと祭り7/31　華麗なステージ　宝塚歌劇団公演

　色鮮やかな笹
飾りが商店街を
彩る「丹原七夕
夏まつり」。日
没とともにライ
トアップされた
笹飾りの下を、
鼓笛隊パレード
や地元住民の盆
踊り、吉野連の
皆さんによる阿
波踊りが練り歩
き、沿道で見物
する人々の心を
ひきつけていま
した。

　西条紺屋町商店街Ｃ・Ｄ地区のオープニング行事で
「紺屋町ＢＡＲ（バル）」があり、地元４酒蔵を含む
29団体が出店。市内の地酒や人気飲食店の料理が提供
され、多くの笑顔であふれていました。この日は、Ｄ
地区の愛称「ふらっと。紺屋町」も発表されました。

8/5～7　丹原七夕夏まつり8/3　ふらっと来てね　紺屋町ＢＡＲ

　西条市消防団幹部が、福島県・宮城県・岩手県を視
察しました。津波により児童・教職員計84人が犠牲と
なった宮城県石巻市の大川小学校では、献花、追悼を
行い、市民の生命・財産を守る組織として命の尊さを
再認識しました。

　わかば保育園（朔日市）で、幼年期に防火に対する
正しい知識を身につけようと、市内43番目となる幼年
消防クラブが結成されました。結成式では、クラブ員
が「火遊びは絶対にしません！」と誓った後、消防車
を見学し、満面の笑みで記念撮影していました。

　「2017 えひめ国体」において当市での開催が内定
している山岳競技（クライミング）の体験教室が、石
鎚山ハイウェイオアシス館で開催されました。参加し
た小学生は、国際ルートセッター・東秀磯さんらの指
導のもと、元気いっぱいに取り組んでいました。

あの日を忘れない　消防団が被災地を視察

　第１回子ども防災サミットが小松公民館で開かれ、
各校代表の児童60人が参加。防災キャンプは、平成16
年の台風で被災した石根地区で開かれ、住民の方から
当時の状況を伺ったり、初期消火訓練などを体験した
りすることで、防災の大切さを感じていました。

７/26 子ども防災サミット　８/12・13 キャンプ

　日本を代表する西条出身の彫刻家・伊藤五百亀氏を
顕彰する「五百亀記念館」の開館記念式典が開かれ、
伊藤氏のご遺族をはじめとする方々が出席。テープカ
ット後、作品や遺品を鑑賞し、愛媛県美術館専門学芸
員・梶岡秀一氏の記念講演に聞き入っていました。

祝　五百亀記念館オープン

7/10　わかば保育園　幼年消防クラブ結成

Ｗ86　　Ｈ57.2　

７/27・28 えひめ国体に向けて 山岳競技体験教室

Ｗ86　　Ｈ58
※８/12キャンプの
取材後、挿入予定
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